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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置と無線通信を行う無線通信装置システムにおいて、
　第１の信号を処理する第１の無線通信装置と、
　第２の信号を処理し、前記第１及び第２の信号を合成または分離する第２の無線通信装
置と、
　前記第２の無線通信装置から出力された前記第１及び第２の信号を増幅して前記端末装
置に送信し、前記端末装置から受信した前記第１及び第２の信号を増幅して前記第２の無
線通信装置に出力する共用アンプと、
　前記第１及び第２の無線通信装置と前記共用アンプとの間に接続され、前記第１または
第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１または第２の無線通信装置の接続を
切り離すように切替える切替装置と、
　を備え、
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１の切替部は前記第１の無線通
信装置から出力された前記第１の信号を前記第２の切替部に出力するように切替え、前記
第２の切替部は前記第１の切替部から出力された前記第１の信号を前記共用アンプに出力
するように切替えることで、前記第２の無線通信装置の接続を切り離すことを特徴とする
無線通信システム。
【請求項２】
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　端末装置と無線通信を行う無線通信装置システムにおいて、
　第１の信号を処理する第１の無線通信装置と、
　第２の信号を処理し、前記第１及び第２の信号を合成または分離する第２の無線通信装
置と、
　前記第２の無線通信装置から出力された前記第１及び第２の信号を増幅して前記端末装
置に送信し、前記端末装置から受信した前記第１及び第２の信号を増幅して前記第２の無
線通信装置に出力する共用アンプと、
　前記第１及び第２の無線通信装置と前記共用アンプとの間に接続され、前記第１または
第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１または第２の無線通信装置の接続を
切り離すように切替える切替装置と、
　を備え、
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第２の切替部は前記共用アンプか
ら出力された前記第１及び第２の信号を前記第１の切替部に出力するように切替え、前記
第１の切替部は前記第２の切替部から出力された前記第１及び第２の信号を前記第１の無
線通信装置に出力するように切替えることで、前記第２の無線通信装置の接続を切り離す
ことを特徴とする無線通信システム。
【請求項３】
　端末装置と無線通信を行う無線通信装置システムにおいて、
　第１の信号を処理する第１の無線通信装置と、
　第２の信号を処理し、前記第１及び第２の信号を合成または分離する第２の無線通信装
置と、
　前記第２の無線通信装置から出力された前記第１及び第２の信号を増幅して前記端末装
置に送信し、前記端末装置から受信した前記第１及び第２の信号を増幅して前記第２の無
線通信装置に出力する共用アンプと、
　前記第１及び第２の無線通信装置と前記共用アンプとの間に接続され、前記第１または
第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１または第２の無線通信装置の接続を
切り離すように切替える切替装置と、
　を備え、
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記第１の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１の切替部は前記第１の無線通
信装置から出力された前記第１の信号を前記第２の切替部に出力するように切替え、前記
第２の切替部は前記第２の無線通信装置から出力された前記第２の信号を前記共用アンプ
に出力するように切替えることを特徴とする無線通信システム。
【請求項４】
　端末装置と無線通信を行う無線通信装置において、
　第１の信号と他の無線通信装置から出力された第２の信号とを合成し、または合成され
た前記第１及び第２の信号を分離して、分離した前記第２の信号を前記他の無線通信装置
に出力する無線制御部と、
　前記無線制御部から出力された前記第１及び第２の信号を増幅して前記端末装置に送信
し、前記端末装置から受信した前記第１及び第２の信号を増幅して前記無線制御部に出力
する共用アンプと、
　前記他の無線通信装置及び前記無線制御部と前記共用アンプとの間に接続され、前記他
の無線通信装置または前記無線制御部で異常が発生した場合、前記他の無線通信装置また
は前記無線制御部の接続を切り離すように切替える切替部と、
　を備え、
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記無線制御部で異常が発生した場合、前記第１の切替部は前記他の無線通信装置から
出力された前記第２の信号を前記第２の切替部に出力するように切替え、前記第２の切替
部は前記第１の切替部から出力された前記第２の信号を前記共用アンプに出力するように
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切替えることで、前記無線制御部の接続を切り離すことを特徴とする無線通信装置。　　
【請求項５】
　端末装置と無線通信を行う無線通信装置において、
　第１の信号と他の無線通信装置から出力された第２の信号とを合成し、または合成され
た前記第１及び第２の信号を分離して、分離した前記第２の信号を前記他の無線通信装置
に出力する無線制御部と、
　前記無線制御部から出力された前記第１及び第２の信号を増幅して前記端末装置に送信
し、前記端末装置から受信した前記第１及び第２の信号を増幅して前記無線制御部に出力
する共用アンプと、
　前記他の無線通信装置及び前記無線制御部と前記共用アンプとの間に接続され、前記他
の無線通信装置または前記無線制御部で異常が発生した場合、前記他の無線通信装置また
は前記無線制御部の接続を切り離すように切替える切替部と、
　を備え、
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記無線制御部で異常が発生した場合、前記第２の切替部は前記共用アンプから出力さ
れた前記第１及び第２の信号を前記第１の切替部に出力するように切替え、前記第１の切
替部は前記第２の切替部から出力された前記第１及び第２の信号を前記他の無線通信装置
に出力するように切替えることで、前記無線制御部の接続を切り離すことを特徴とする無
線通信装置。
【請求項６】
　端末装置と無線通信を行う無線通信装置において、
　第１の信号と他の無線通信装置から出力された第２の信号とを合成し、または合成され
た前記第１及び第２の信号を分離して、分離した前記第２の信号を前記他の無線通信装置
に出力する無線制御部と、
　前記無線制御部から出力された前記第１及び第２の信号を増幅して前記端末装置に送信
し、前記端末装置から受信した前記第１及び第２の信号を増幅して前記無線制御部に出力
する共用アンプと、
　前記他の無線通信装置及び前記無線制御部と前記共用アンプとの間に接続され、前記他
の無線通信装置または前記無線制御部で異常が発生した場合、前記他の無線通信装置また
は前記無線制御部の接続を切り離すように切替える切替部と、
　を備え、
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記他の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１の切替部は前記他の無線通信装
置から出力された前記第２の信号を前記第２の切替部に出力するように切替え、前記第２
の切替部は前記無線制御部から出力された前記第１の信号を前記共用アンプに出力するよ
うに切替えることを特徴とする無線通信装置。
【請求項７】
　第１の信号を処理する第１の無線通信装置と、第２の信号を処理し前記第１及び第２の
信号を合成または分離する第２の無線通信装置と、前記第２の無線通信装置から出力され
た前記第１及び第２の信号を増幅して前記端末装置に送信し、前記端末装置から受信した
前記第１及び第２の信号を増幅して前記第２の無線通信装置に出力する共用アンプとを備
える無線通信システムにおける信号切替え方法において、
　前記第１または第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１及び第２の無線通
信装置と前記共用アンプとの間に接続される切替装置により前記第１または第２の無線通
信装置の接続を切り離すように切替え、
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１の切替部は前記第１の無線通
信装置から出力された前記第１の信号を前記第２の切替部に出力するように切替え、前記
第２の切替部は前記第１の切替部から出力された前記第１の信号を前記共用アンプに出力
するように切替えることで、前記第２の無線通信装置の接続を切り離すことを特徴とする
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信号切替え方法。
【請求項８】
　第１の信号を処理する第１の無線通信装置と、第２の信号を処理し前記第１及び第２の
信号を合成または分離する第２の無線通信装置と、前記第２の無線通信装置から出力され
た前記第１及び第２の信号を増幅して前記端末装置に送信し、前記端末装置から受信した
前記第１及び第２の信号を増幅して前記第２の無線通信装置に出力する共用アンプとを備
える無線通信システムにおける信号切替え方法において、
　前記第１または第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１及び第２の無線通
信装置と前記共用アンプとの間に接続される切替装置により前記第１または第２の無線通
信装置の接続を切り離すように切替え、
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第２の切替部は前記共用アンプか
ら出力された前記第１及び第２の信号を前記第１の切替部に出力するように切替え、前記
第１の切替部は前記第１の切替部から出力された前記第１及び第２の信号を前記第１の無
線通信装置に出力するように切替えることで、前記第２の無線通信装置の接続を切り離す
ことを特徴とする信号切替え方法。
【請求項９】
　第１の信号を処理する第１の無線通信装置と、第２の信号を処理し前記第１及び第２の
信号を合成または分離する第２の無線通信装置と、前記第２の無線通信装置から出力され
た前記第１及び第２の信号を増幅して前記端末装置に送信し、前記端末装置から受信した
前記第１及び第２の信号を増幅して前記第２の無線通信装置に出力する共用アンプとを備
える無線通信システムにおける信号切替え方法において、
　前記第１または第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１及び第２の無線通
信装置と前記共用アンプとの間に接続される切替装置により前記第１または第２の無線通
信装置の接続を切り離すように切替え、
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記第１の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１の切替部は前記第１の無線通
信装置から出力された前記第１の信号を前記第２の切替部に出力するように切替え、前記
第２の切替部は前記第２の無線通信装置から出力された前記第２の信号を前記共用アンプ
に出力するように切替えることを特徴とする信号切替え方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信装置、無線通信システム、及び無線通信システムにおける信号切替
え方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１８は従来の無線基地局装置の構成例を示す図である（例えば、以下の非特許文献１
）。無線基地局装置２００は、ベースバンド信号に対する処理を行う無線制御装置（ＲＥ
Ｃ：Radio Equipment Controller）２１０と、無線信号に対する処理を行う無線装置（Ｒ
Ｅ：Radio Equipment）２２０とを備える。無線制御装置２１０と無線装置２２０とは、
光ファイバにより接続される。接続はＣＰＲＩによるインタフェースが用いられる。
【０００３】
　図１９は、ＣＰＲＩ（Common Public Radio Interface）インタフェースを用いた従来
の無線通信システムの構成例を示す図である（例えば、以下の特許文献１）。無線通信シ
ステム１００は、第１の無線基地局装置２と、第２の無線基地局装置４と、各無線基地局
装置２，４に接続された上位装置１，３とを備える。第１の無線基地局装置２と第２の無
線基地局装置４は、無線制御装置２１，５１のインタフェース変換部２１３，５１３を介
して互いに接続される。無線通信システム１００は、アンテナ５を介して端末装置と無線
通信を行う。無線通信システム１００は、２つの無線サービスＡ，Ｂを端末装置に提供で
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きる。
【非特許文献１】CPRI Specification V2.1
【特許文献１】ＰＣＴ／ＪＰ２００７／０００５６５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の無線通信システム１００は、インタフェース変換部５１３で故障が発生
した場合、無線サービスＢ対応の第２の無線制御装置５１からの信号と、無線サービスＡ
対応の第１の無線制御装置２１からの信号とを無線装置５２に出力できない。この場合、
無線通信システム１００はどちらの無線サービスも継続して端末装置に提供することがで
きない。
【０００５】
　そこで、一目的は、継続してサービスを提供することができる無線通信システム、無線
通信装置、及び無線通信システムにおける信号切替え方法を提供することにある。　
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一態様によれば、端末装置と無線通信を行う無線通信装置システムにおいて、第１の信
号を処理する第１の無線通信装置と、第２の信号を処理し、前記第１及び第２の信号を合
成または分離する第２の無線通信装置と、前記第２の無線通信装置から出力された前記第
１及び第２の信号を増幅して前記端末装置に送信し、前記端末装置から受信した前記第１
及び第２の信号を増幅して前記第２の無線通信装置に出力する共用アンプと、前記第１及
び第２の無線通信装置と前記共用アンプとの間に接続され、前記第１または第２の無線通
信装置で異常が発生した場合、前記第１または第２の無線通信装置の接続を切り離すよう
に切替える切替装置とを備える。
【０００７】
　また、他の態様によれば、端末装置と無線通信を行う無線通信装置において、第１の信
号と他の無線通信装置から出力された第２の信号とを合成し、合成された前記第１及び第
２の信号を分離する無線制御部と、前記無線制御部から出力された前記第１及び第２の信
号を増幅して前記端末装置に送信し、前記端末装置から受信した前記第１及び第２の信号
を増幅して前記無線制御部に出力する共用アンプと、前記他の無線通信装置及び前記無線
制御部と前記共用アンプとの間に接続され、前記他の無線基地局装置または前記無線制御
部で異常が発生した場合、前記他の無線基地局装置または前記無線制御部の接続を切り離
すように切替える切替部とを備える。
【０００８】
　さらに、他の態様によれば、第１の信号を処理する第１の無線通信装置と、第２の信号
を処理し前記第１及び第２の信号を合成または分離する第２の無線通信装置と、前記第２
の無線通信装置から出力された前記第１及び第２の信号を増幅して前記端末装置に送信し
、前記端末装置から受信した前記第１及び第２の信号を増幅して前記第２の無線通信装置
に出力する共用アンプと備える無線通信システムにおける信号切替え方法において、前記
第１または第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１及び第２の無線通信装置
と前記共用アンプとの間に接続される切替装置により前記第１または第２の無線通信装置
の接続を切り離すように切替える。
【発明の効果】
【０００９】
　継続してサービスを提供することができる無線通信システム、無線通信装置、及び無線
通信システムにおける信号切替え方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して実施するための最良の形態を説明する。
【００１１】
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　図１は、無線通信システム３００の構成例を示す図である。無線通信システム３００は
、無線サービスＡ対応の第１の無線基地局装置（または無線通信装置）１０と、無線サー
ビスＢ対応の第２の無線基地局装置２０と、無線装置（ＲＥ）２４と、切替装置４０とを
備える。無線サービスＡと無線サービスＢとは異なる通信方式であり、無線通信システム
３００は異なる通信方式の信号を取り扱うことができる。たとえば、無線サービスＡは旧
サービス、無線サービスＢは新サービスの通信方式である。
【００１２】
　第１の無線基地局装置１０は、第１の無線制御装置（ＲＥＣ）１１を備える。第１の無
線制御装置１１は、第１の共通制御部１１１と、第１のベースバンド信号処理部１１２と
、第１のインタフェース変換部１１３とを備える。
【００１３】
　一方、第２の無線基地局装置２０は、第２の無線制御装置（ＲＥＣ）２２を備える。第
２の無線制御装置（ＲＥＣ）２２は、第２の共通制御部２２１と、第２のベースバンド信
号処理部２２２と、第２のインタフェース変換部２２３とを備える。
【００１４】
　第１及び第２の共通制御部１１１，２２１は、各無線基地局装置１０，２０に同期信号
を配信する等により各無線基地局装置２０内を制御したり、個々のユーザ設定等を行う。
【００１５】
　第１及び第２のベースバンド信号処理部１１２，２２２は、上位装置からの信号を例え
ばＩ信号、Ｑ信号からなるベースバンド信号に変換し、第１及び第２のインタフェース変
換部１１３，２２３からのベースバンド信号を上位装置に送信できるフォーマットに変換
等を行う。
【００１６】
　第１のインタフェース変換部１１３は、第１のＣＰＲＩ処理部１１３１と、第１の変換
部１１３２とを備える。
【００１７】
　第２のインタフェース変換部２２３は、第２のＣＰＲＩ処理部２２３１と、第２の変換
部２２３２と、第３の変換部２２３３と、第３のＣＰＲI処理部２２３４と、サービス多
重分離部２２３５と、第４の変換部２２３６と、第４のＣＰＲＩ処理２２３７と、第５の
変換部２２３８とを備える。
【００１８】
　第１及び第２のＣＰＲＩ処理部１１３１，２２３１は、ベースバンド信号をＣＰＲＩフ
ォーマットであるＣＰＲＩ信号に変換してそれぞれ第１及び第２の変換部１１３２，２２
３２に出力する。また、第１及び第２のＣＰＲＩ処理部１１３１，２２３１は、第１及び
第２の変換部１１３２，２２３２からのＣＰＲＩ信号をベースバンド信号に変換等する。
【００１９】
　第１及び第２の変換部１１３２，２２３２は、第１及び第２のＣＰＲＩ処理部１１３１
，２２３１からのＣＰＲＩ信号を光信号に変換し、光信号をＣＰＲＩ信号に変換して第１
及び第２のＣＰＲＩ処理部１１３１，２２３１に出力等する。
【００２０】
　第３及び第４の変換部２２３３，２２３６は、光信号を電気信号であるＣＰＲＩ信号に
変換して第３及び第４のＣＰＲＩ処理部２２３４，２２３７に出力し、第３及び第４のＣ
ＰＲＩ処理部２２３４，２２３７からのＣＰＲＩ信号を光信号に変換等する。
【００２１】
　第３及び第４のＣＰＲＩ処理部２２３４，２２３７は、ＣＰＲＩ信号をベースバンド信
号に変換してサービス多重分離部２２３５に出力し、サービス多重分離部２２３５からの
ベースバンド信号をＣＰＲＩ信号に変換等する。
【００２２】
　サービス多重分離部２２３５は、２つの無線サービスＡおよびＢに対応する２つのＣＰ
ＲＩ信号を多重または合成して第５の変換部２２３８に出力し、第５の変換部２２３８か
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らの多重化されたＣＰＲＩ信号を無線サービスごとに分離して出力する。
【００２３】
　第５の変換部２２３８は多重化されたＣＰＲＩ信号を光信号に変換して切替装置４０に
出力し、切替装置４０からの光信号をＣＰＲＩ信号に変換してサービス多重分離部２２３
５に出力する。
【００２４】
　無線装置２４は、第３のインタフェース変換部２４１と、送受信増幅部２４２とを備え
る。
【００２５】
　第３のインタフェース変換部２４１は、切替装置４０からの光信号をＣＰＲＩ信号に変
換し、変換後のＣＰＲＩ信号（多重化信号）から無線サービスＡおよびＢに対応したベー
スバンド信号を分離または抽出し送受信増幅器２４２に出力する。また、第３のインタフ
ェース変換部２４１は、送受信増幅器２４２から出力された無線サービスＡおよびＢにそ
れぞれ対応したベースバンド信号を多重化し、光信号に変換等して切替装置４０に出力す
る。
【００２６】
　送受信増幅器２４２は、第３のインタフェース変換部２４１からのベースバンド信号を
変調し、増幅等してアンテナ５に出力する。また、送受信増幅器２４２は、アンテナ５を
介して受信した２つの無線サービスＡおよびＢに対応する信号を増幅し、ダウンコンバー
ト等して第３のインタフェース変換部２４１に出力する。
【００２７】
　このように無線装置２４または送受信増幅器２４２は、無線サービスＡおよびＢに対応
する信号に対して共用して使用される共用アンプでもある。
【００２８】
　アンテナ５は端末装置と２つの無線サービスＡおよびＢに対応する信号を送受信する。
無線通信システム３００は２つの無線サービスＡおよびＢを提供できる。
【００２９】
　切替装置４０は、第１の光スイッチ４１と、第２の光スイッチ４２と、第１及び第２の
光カプラ４３，４５と、第６及び第７の変換部４４，４６と、信号モニタ／自律切替制御
部（以下、信号モニタ部）４７と、切替制御部４８とを備える。
【００３０】
　第１の光スイッチ４１は、第１の変換部１１３２と第４の変換部２２３６との間に接続
され、さらに第１の変換部１１３２と第２の光スイッチ４２との間に接続される。第１の
光スイッチ４１は、切替制御部４８からの切替制御信号に基づいて、第１の変換部１１３
２からの無線サービスＡ対応の信号を第２の光スイッチ４２または第４の変換部２２３６
のいずれか一方にそれぞれ端子「ａ」または端子「ｂ」を介して出力する。また、第１の
光スイッチ４１は、切替制御信号に基づいて第２の光スイッチ４２からの信号または第４
の変換部２２３６からの信号のいずれか一方を第１の変換部１１３２に出力する。
【００３１】
　第１の光カプラ４３は、第１の無線基地局装置１０と切替装置４０との間に流れる信号
を分岐（またはコピー）して第６の変換部４４に出力する。第６の変換部４４は、分岐し
た光信号を電気信号に変換し、信号モニタ部４７に出力する。
【００３２】
　第２の光スイッチ４２は、第５の変換部２２３８と無線装置２４との間に接続され、さ
らに第１の光スイッチ４１と無線装置２４との間に接続される。第２の光スイッチ４２は
、切替制御部４８からの切替制御信号に基づいて、第１の光スイッチ４１からの無線サー
ビスＡ対応の信号、または第５の変換部２２３８からの多重化信号のいずれか一方をそれ
ぞれ端子「ｃ」または「ｄ」を介して無線装置２４に出力する。または、第２の光スイッ
チ４２は切替制御信号に基づいて、無線装置２４からの信号を第５の変換部２２３８また
は第１の光スイッチ４１に出力する。
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【００３３】
　第２の光カプラ４５は、第２の光スイッチ４２と無線装置２４との間に接続され、この
間に流れる信号を分岐（またはコピー）する。第７の変換部４６は光信号を電気信号に変
換し、信号モニタ部４７に出力する。
【００３４】
　信号モニタ部４７は、第６または第７の変換部４４，４６からの信号に基づいて、第１
の無線基地局装置１０、または第２の無線制御装置２２に異常が発生したか否かを検出し
、その結果を切替制御部４８に通知する。
【００３５】
　切替制御部４８は、信号モニタ部４７からの通知に基づいて第１及び第２の光スイッチ
４１，４２に切替制御信号を出力する。
【００３６】
　次に、第１及び第２の光スイッチ４１，４２の切替動作を説明する。まず、下り方向（
各無線基地局装置１０，２０から無線装置２４への方向）について説明する。図２は切替
動作の例を示すフローチャートである。
【００３７】
　切替装置４０は、起動すると（Ｓ１０）、初期設定を行う（Ｓ１１）。例えば、切替制
御部４８は切替装置４０の起動を検出すると、初期設定として、第１の光スイッチ４１を
端子「ｂ」、第２の光スイッチ４２を端子「ｄ」に切替えるよう切替制御信号を出力する
。第１及び第２の光スイッチ４１，４２は、切替制御信号に基づいてスイッチが切替わる
。図１は初期設定時のスイッチ切替え例を示す。
【００３８】
　この場合、第１の基地局装置１０から出力される無線サービスＡの信号は、第１の光ス
イッチ４１を介して無線サービスＢ対応の第２の無線基地局装置２０に出力される。また
、無線サービスＡとＢの２つの多重化された信号は第２の無線基地局装置２０から第２の
光スイッチ４２を介して無線装置２４に出力される。この場合、アンテナ５からは２つの
無線サービスＡ、Ｂの信号が送信されるため、無線通信システム３００は２つの無線サー
ビスＡ、Ｂを端末装置に提供できる。
【００３９】
　次いで、切替装置４０の信号モニタ部４７は、第２の光スイッチ４２から出力される多
重化された信号に対してモニタを開始する（Ｓ１２）。
【００４０】
　そして、信号モニタ部４７は第２の光スイッチ４２から出力される信号の異常を検出す
ると（Ｓ１３でＹｅｓ）、切替制御部４８に異常を検出したことを通知する（Ｓ１４）。
【００４１】
　切替制御部４８は、この通知を受けて、第１の光スイッチ４１を端子「ｂ」から端子「
ａ」に、第２の光スイッチ４２を端子「ｄ」から端子「ｃ」に切替えるように各スイッチ
４１，４２に切替制御信号を出力する。
【００４２】
　図３はスイッチ切替後の無線通信システム３００の構成例を示す図である。スイッチ切
替後は、無線サービスＡ対応の信号が第１の光スイッチ４１から第２の光スイッチ４２に
出力され、さらに第２の光スイッチ４２から無線装置２４に出力される。無線サービスＡ
対応の信号は第２の無線基地局装置２０に出力されず、また第２の無線基地局装置２０か
らの出力信号は無線装置２４に出力されない。スイッチの切替により、第２の無線基地局
装置２０が無線通信システム３００から切り離され、無線サービスＡ対応の信号が無線サ
ービスＢ対応の第２の無線基地局装置２０の影響を受けずに無線装置２４に出力される。
【００４３】
　図２に戻り、信号モニタ部４７は異常を検出しないとき（Ｓ１３でＮｏ）、異常を検出
するまで処理を繰り返す（Ｓ１３のループ）。
【００４４】
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　このように、無線通信システム３００は、第２の無線基地局装置２０から出力される信
号の異常を検出すると、切替装置４０により無線サービスＡ対応の信号を出力するように
している。従って、無線通信システム３００は、無線サービスＢ対応の第２の無線制御装
置２２で故障等が発生しても継続してサービスを提供できる。
【００４５】
　次に異常検出の例について説明する。図４はＣＰＲＩプロトコルの例を示す図である。
ＣＰＲＩプロトコルのレイヤ１では、コネクタを外す等により光インタフェースの切断が
検出できる。信号モニタ部４７はこの切断を示す信号を受信することにより異常を検出で
きる。これ以外にも、信号モニタ部４７は、例えばレイヤ２の「ＨＤＬＣ」を利用して異
常を検出できる。「ＨＤＬＣ」の例の場合、リンクの切断やプロトコル異常が発生したと
きに「ＨＤＬＣ」フィールドにはかかる異常を示す情報が挿入されるため、信号モニタ部
４７がこれを検出することで異常を検出できる。さらに、信号モニタ部４７は、例えば「
Ｖｅｎｄｅｒ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ」や、「Ｃｏｎｔｒｏｌ＆Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｐｌ
ａｎｅ」を用いて診断用データや各ベンダ独自のデータを監視し、異常を示すデータを検
出することでも検出可能である。各フィールドへの情報の挿入は、例えばサービス多重分
離部２２３５または第５の変換部２２３８等で行われる。
【００４６】
　上述した例は、信号モニタ部４７により異常を検出した例である。この場合、信号モニ
タ部４７は、例えば第２の無線制御装置２２のサービス多重分離部２２３５から第２の光
スイッチ４２の前段までの異常を検出できる。
【００４７】
　一方、第２の無線基地局装置２０における、第２の共通制御部２２１及び第４の変換部
２２３６からサービス多重分離部２２３５の前段までの異常は、例えばサービス多重分離
部２２３５で検出できる。サービス多重分離部２２３５は、ＣＰＲＩ信号を取り扱うため
、図４に示した例で異常を検出できる。このような場合において、異常を検出した場合の
動作について説明する。図５はその動作例を示すフローチャートである。
【００４８】
　サービス多重分離部２２３５は、無線サービスＡ側の信号、すなわち第４の変換部２２
３６から第４のＣＰＲＩ処理部２２３７まで入出力される信号の異常を検出した場合（Ｓ
２０，Ｓ２１でＹｅｓ）、無線サービスＡ側の信号を多重せず無線サービスＢ側の信号を
出力する（Ｓ２２）。
【００４９】
　一方、サービス多重分離部２２３５は、無線サービスＢ側の信号、すなわち、第２の共
通制御部２２１から第３のＣＰＲＩ処理部２２３４まで入出力される信号の異常を検出し
た場合（Ｓ２１でＹｅｓ）、無線サービスＢ側の信号を多重せず、無線サービスＡ側の信
号を出力する（Ｓ２２）。
【００５０】
　サービス多重分離部２２３５で異常検出が行われる場合、切替装置４０は初期設定のま
まである。ただし、サービス多重分離部２２３５で異常検出を行わない場合や異常検出が
できない場合などは、上述した切替装置４０の信号モニタ部４７で異常検出が行われても
よい。
【００５１】
　切替装置４０は、第１の無線基地局装置１０の異常も監視することができる。信号モニ
タ部４７は、第１の光カプラ４３及び第６の変換部４４を経由する信号を監視し、初期設
定は図１に示すように切替を行う。信号モニタ部４７は異常を検出した場合、その旨を切
替制御部４８に通知する。切替制御部４８は、第１の光スイッチ４１を端子「ａ」、第２
の光スイッチ４２を端子「ｄ」に切替えるように切替制御信号を出力する。
【００５２】
　図６は切替後の無線通信システム３００の構成例を示す図である。無線サービスＡ対応
の信号は第１の光スイッチ４１を介して第２の光スイッチ４２に出力されるものの、第２
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の光スイッチ４２は端子「ｄ」側に切替えられているため、第２の光スイッチ４２から出
力されない。また、無線サービスＡ対応の信号は第２の無線基地局装置２０にも送信され
ない。結局、無線サービスＢ対応の信号が第２の光スイッチ４２から無線装置２４に出力
される。
【００５３】
　よって、切替装置４０は第１の無線基地局装置１０からの信号の異常を検出した場合、
第２の無線基地局装置２０からの信号を無線装置２４に出力するため、無線通信システム
３００は継続してサービスを提供できる。
【００５４】
　次に上り方向の動作等について説明する。図７は上り方向における切替動作の例を示す
フローチャートである。
【００５５】
　切替装置４０は、起動すると（Ｓ４０）、初期設定を行う（Ｓ４１）。例えば、切替制
御部４８は切替装置４０の起動を検出すると、第１の光スイッチ４１を端子「ｂ」、第２
の光スイッチ４２を端子「ｄ」に切替えるよう切替制御信号を出力する。各光スイッチ４
１，４２は各端子にスイッチが切替わる。図１は初期設定時のスイッチ切替例を示す。
【００５６】
　この場合、無線装置２４からの信号は、第２の光スイッチ４２を介して第２の無線制御
装置２２に出力される。また、第２の無線基地局装置２０から出力される無線サービスＡ
対応の信号は第１の光スイッチ４１を介して第１の無線基地局装置１０に出力される。
【００５７】
　次いで、切替装置４０の信号モニタ部４７は、第１の光スイッチ４１から出力される信
号、すなわち第１の光カプラ４３及び第６の変換部４４から出力される信号の監視を開始
する（Ｓ４２）。
【００５８】
　そして、信号モニタ部４７は第１の光スイッチ４１から出力される信号の異常を検出す
ると（Ｓ４３でＹｅｓ）、切替制御部４８に異常を検出したことを通知する（Ｓ４４）。
【００５９】
　切替制御部４８は、この通知を受けて、第１の光スイッチ４１を端子「ａ」に、第２の
光スイッチ４２を端子「ｃ」に切替えるように各スイッチ４１，４２に切替制御信号を出
力する。スイッチ切替後の構成例を図３に示す。
【００６０】
　無線装置２４からの信号は、第２の光スイッチ４２から第１の光スイッチ４１を経由し
て、第１の無線基地局装置１０に出力される。２つのスイッチ４１，４２により、サービ
スＢ対応の第２の無線制御装置２２と無線装置２４との接続が切り離される。第２の無線
制御装置２２で故障等が発生しても、無線装置２４からの信号は第１の無線基地局装置１
０に出力できる。よって、無線通信システム３００は上り方向でも端末装置に対して継続
したサービスを提供できる。
【００６１】
　図７に戻り、信号モニタ部４７は第６の変換部４４からの信号に異常を検出しないとき
（Ｓ４３でＮｏ）、異常を検出するまで処理を繰り返す（Ｓ４３のループ）。
【００６２】
　なお、第２の無線制御装置２２のサービス多重分離部２２３５から第４の変換部２２３
６の間で故障等により異常が発生した場合、信号モニタ部４７は第１の光スイッチ４１の
出力を監視することで異常を検出できる。また、第２の無線制御装置２２のサービス多重
分離部２２３５より前段で異常が発生した発生した場合、サービス多重分離部２２３５で
異常を検出することができる。この場合、検出した異常の発生をサービス多重分離部２２
３５が切替装置４０に通知できるようにするために、例えば、サービス多重分離部２２３
５と切替制御部４８とを制御線で接続してもよい。図８はその構成例を示す図である。切
替制御部４８は異常発生の通知を受けると、同図に示すように第２の無線制御装置２２の
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接続を切り離すように切替えを行う。
【００６３】
　次に他の実施例について説明する。例えば、切替装置４０は、上位装置からの指示に基
づいて切替えが行われてもよい。図９～図１１はこのような場合の無線通信システム３０
０の構成例等を示す図である。
【００６４】
　図９に示すように、無線通信システム３００はさらに第１及び第２の上位装置６０，８
０を備える。第１の上位装置６０は無線サービスＡ対応の第１の無線基地局装置１０、第
２の上位装置８０は無線サービスＢ対応の第２の無線基地局装置２０に接続される。さら
に、第１及び第２の共通制御部１１１，２２１はそれぞれ切替装置４０の切替制御部４８
と制御線で接続される。
【００６５】
　図１０は、第１または第２の共通制御部１１１，２２１における切替動作の例を示すフ
ローチャートである。図１０は上り方向及び下り方向のどちらも含まれるフローチャート
である。
【００６６】
　無線サービスＡおよびＢ対応の第１及び第２の無線基地局装置１０，２０が起動すると
（Ｓ５０）、第１または第２の共通制御部１１１，２２１は、第１または第２の上位装置
６０，８０から切替装置４０への制御信号を受信したか否かを判定する（Ｓ５１）。
【００６７】
　第１または第２の共通制御部１１１，２２１は、制御信号を受信したとき（Ｓ５１でＹ
ｅｓ）、制御信号に含まれる切替指示を切替制御部４８に制御線を介して通知する（Ｓ５
２）。これにより、切替装置４０は第１または第２の上位装置６０，８０からの制御によ
り切替が行われる。例えば図３や図６に示すように、第１または第２の無線制御装置１１
，２２からの信号が無線装置２４に出力されるように切替が行われる。このような切替は
、例えばメンテナンスや故障等の原因究明のために行われる。
【００６８】
　一方、第１または第２の共通制御部１１１，２２１は、制御信号を受信しないとき（Ｓ
５１でＮｏ）、自装置異常による切替装置４０の制御があるか否かを判定する（Ｓ５３）
。例えば、第１及び第２の共通制御部１１１，２２１は、それぞれ第１及び第２の無線基
地局装置１０，２０の各部で故障等の異常が発生したときに異常を示す信号を検出できる
。これを受信したか否かで本処理は判定できる。
【００６９】
　自装置の異常による切替装置４０への制御がある場合（Ｓ５３でＹｅｓ）、第１または
第２の共通制御部１１１，２２１は切替制御部４８に切替を指示する（Ｓ５４）。切替は
、例えば、第２の共通制御部２２１が第２の無線基地局装置２０の異常を検出した場合、
第１の光スイッチ４１を端子「ａ」、第２の光スイッチ４２を端子「ｃ」に切替えるよう
切替制御部４８に指示する。これにより、例えば図３に示すように、無線サービスＢ対応
の第２の無線制御装置２２が無線通信システム３００から切り離すことができる。
【００７０】
　図１１は切替装置４０における切替動作の例を示すフローチャートである。図１１も下
り方向及び上り方向どちらも含まれるフローチャートである。
【００７１】
　切替装置４０の起動により（Ｓ６０）、切替装置４０は初期設定を行う（Ｓ６１）。例
えば、切替装置４０は第１の光スイッチ４１を端子「ｂ」、第２の光スイッチ４２を端子
「ｄ」にする。
【００７２】
　次いで、信号モニタ部４７と切替制御部４８は信号の監視を行う（Ｓ６２）。
【００７３】
　次いで、切替制御部４８は、第１または第２の無線基地局装置１０，２０の第１または
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第２の共通制御部１１１，２２１から切替指示を受信すると（Ｓ６３でＹｅｓ）、その指
示内容に従い第１及び第２の光スイッチ４１，４２へ切替制御信号を出力する（Ｓ６４）
。これにより、例えば図３や図６に示すような切替が行われる。
【００７４】
　一方、第１及び第２の共通制御部１１１，２２１から切替指示を受信しないとき（Ｓ６
３でＮｏ）、受信するまで本処理を繰り返す。
【００７５】
　他の実施例として、切替装置４０が第２の無線基地局装置２０の外部ではなく内部にあ
ってもよい。図１２及び図１３はかかる場合の無線通信システム３００の構成例を示す図
である。第２の無線基地局装置２０は信号切り替え部５０を備える。図１２に示すように
、信号切り替え部５０と上述した切替装置４０は同一構成である。
【００７６】
　さらに、他の実施例として、第２の無線基地局装置２０の第２のインタフェース部２２
３が切替装置４０内部にあってもよい。図１４及び図１５はかかる例における無線通信シ
ステム３００の構成例を示す図である。切替装置４０はさらに第２のインタフェース変換
部２２３を備える。
【００７７】
　通常動作時、第１及び第２の光スイッチ４１，４２は、図１４に示すように、それぞれ
端子「ｂ」及び「ｄ」に切替えられる。一方、第２の無線制御装置２２や第２のインタフ
ェース変換部２２３で異常が発生した場合、図１５に示すように、第１及び第２の光スイ
ッチ４１，４２は、それぞれ端子「ａ」及び「ｃ」に切替えられる。第１の無線基地局装
置１０で異常が発生した場合も、図６に示すように、第１及び第２の光スイッチ４１，４
２はそれぞれ端子「ａ」及び「ｃ」に切替えられる。本例も、異常が発生しても継続して
無線サービスを提供できる。
【００７８】
　さらに、他の実施例として、無線装置２４は第２の無線基地局装置２０内に設けられて
いてもよい。図１６及び図１７は無線通信システム３００の本例における構成例を示す図
である。図１６に示すように、第２の無線基地局装置２０はさらに無線装置２４を備える
。また、図１７に示すように、第２の無線基地局装置２０は無線装置２４と信号切替部５
０とをさらに備えてもよい。
【００７９】
　以上まとめると付記のようになる。
【００８０】
　（付記１）
　端末装置と無線通信を行う無線通信装置システムにおいて、
　第１の信号を処理する第１の無線通信装置と、
　第２の信号を処理し、前記第１及び第２の信号を合成または分離する第２の無線通信装
置と、
　前記第２の無線通信装置からの前記第１及び第２の信号を増幅して前記端末装置に送信
し、前記端末装置から受信した前記第１及び第２の信号を増幅して前記第２の無線通信装
置に出力する共用アンプと、
　前記第１及び第２の無線通信装置と前記共用アンプとの間に接続され、前記第１または
第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１または第２の無線通信装置の接続を
切り離すように切替える切替装置と、
　を備えることを特徴とする無線通信システム。
【００８１】
　（付記２）
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１の切替部は前記第１の無線通
信装置から出力された前記第１の信号を前記第２の切替部に出力するように切替え、前記
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第２の切替部は前記第１の切替部から出力された前記第１の信号を前記共用アンプに出力
するように切替えることで、前記第２の無線通信装置の接続を切り離すことを特徴とする
付記１記載の無線通信システム。
【００８２】
　（付記３）
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第２の切替部は前記共用アンプか
ら出力された前記第１及び第２の信号を前記第１の切替部に出力するように切替え、前記
第１の切替部は前記第１の切替部から出力された前記第１及び第２の信号を前記第１の無
線通信装置に出力するように切替えることで、前記第２の無線通信装置の接続を切り離す
ことを特徴とする付記１記載の無線通信システム。
【００８３】
　（付記４）
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記第１の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１の切替部は前記第１の無線通
信装置から出力された前記第１の信号を前記第２の切替部に出力するように切替え、前記
第２の切替部は前記第２の無線通信装置から出力された前記第２の信号を前記共用アンプ
に出力するように切替えることを特徴とする付記１記載の無線通信システム。
【００８４】
　（付記５）
　前記切替装置は、第１及び第２の切替部を備え、
　前記第１の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第２の切替部は前記共用アンプか
ら出力された前記第１及び第２の信号を前記第２の無線通信装置に出力するように切替え
、前記第１の切替部は前記第２の切替部と接続されるように切替えることを特徴とする付
記１記載の無線通信システム。
【００８５】
　（付記６）
　前記切替装置は、前記第１の無線通信装置と前記切替装置との間で入出力される信号ま
たは前記切替装置と前記無線装置との間で入出力される信号の異常を検出する検出部を備
え、
　前記第１または前記第２の無線通信装置の異常は前記検出部により検出されることを特
徴とする付記１記載の無線通信システム。
【００８６】
　（付記７）
　前記切替装置は、前記第１の無線通信装置で異常が発生したことを示す信号を前記第１
の無線通信装置から受信することで前記第１の無線通信装置の異常を検出することを特徴
とする付記５記載の無線通信システム。
【００８７】
　（付記８）
　さらに、前記第１の無線通信装置に接続された第１の上位装置と、前記第２の無線通信
装置に接続された第２の上位装置とを備え、
　前記切替装置は、前記第１または第２の上位装置からの指示に基づいて、前記第１また
は前記第２の無線通信装置の接続を切り離すように接続を切替えることを特徴とする付記
１記載の無線通信システム。
【００８８】
　（付記９）
　前記切替装置は前記第２の無線通信装置に設けられていることを特徴とする付記１記載
の無線通信システム。
【００８９】
　（付記１０）
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　前記第２の無線通信装置は、前記第２の信号を処理する無線制御部と、前記第１及び第
２の信号を合成または分離するインタフェース変換部とを備え、
　前記インタフェース変換部は前記切替装置と接続されることを特徴とする付記１記載の
無線通信システム。
【００９０】
　（付記１１）
　前記インタフェース変換部は前記切替装置に設けられていることを特徴とする付記１０
記載の無線通信システム。
【００９１】
　（付記１２）
　前記第１の信号は第１の通信方式に対応する信号であり、前記第２の信号は第２の通信
方式に対応する信号であることを特徴とする付記１記載の無線通信システム。
【００９２】
　（付記１３）
　端末装置と無線通信を行う無線通信装置において、
　第１の信号と他の無線通信装置から出力された第２の信号とを合成し、合成された前記
第１及び第２の信号を分離する無線制御部と、
　前記無線制御部から出力された前記第１及び第２の信号を増幅して前記端末装置に送信
し、前記端末装置から受信した前記第１及び第２の信号を増幅して前記無線制御部に出力
する共用アンプと、
　前記他の無線通信装置及び前記無線制御部と前記共用アンプとの間に接続され、前記他
の無線基地局装置または前記無線制御部で異常が発生した場合、前記他の無線基地局装置
または前記無線制御部の接続を切り離すように切替える切替部と、
　を備えることを特徴とする無線通信装置。
【００９３】
　（付記１４）
　第１の信号を処理する第１の無線通信装置と、第２の信号を処理し前記第１及び第２の
信号を合成または分離する第２の無線通信装置と、前記第２の無線通信装置からの前記第
１及び第２の信号を増幅して前記端末装置に送信し、前記端末装置から受信した前記第１
及び第２の信号を増幅して前記第２の無線通信装置に出力する共用アンプと備える無線通
信システムにおける信号切替え方法において、
　前記第１または第２の無線通信装置で異常が発生した場合、前記第１及び第２の無線通
信装置と前記共用アンプとの間に接続される切替装置により前記第１または第２の無線通
信装置の接続を切り離すように切替える、
ことを特徴とする信号切替え方法。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】図１は無線通信システムの構成例を示す図である。
【図２】図２は切替制御の例を示すフローチャートである。
【図３】図３は無線通信システムの他の構成例を示す図である。
【図４】図４はＣＰＲＩプロトコルの例を示す図である。
【図５】図５は異常を検出した場合の動作例を示す図である。
【図６】図６は無線通信システムの他の構成例を示す図である。
【図７】図７は切替制御の例を示すフローチャートである。
【図８】図８は無線通信システムの他の構成例を示す図である。
【図９】図９は切替制御の例を示すフローチャートである。
【図１０】図１０は切替制御の例を示すフローチャートである。
【図１１】図１１は無線通信システムの他の構成例を示す図である。
【図１２】図１２は第２のインタフェース変換部と信号切り替え部の構成例を示す図であ
る。
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【図１３】図１３は無線通信システムの他の構成例を示す図である。
【図１４】図１４は無線通信システムの他の構成例を示す図である。
【図１５】図１５は無線通信システムの他の構成例を示す図である。
【図１６】図１６は無線通信システムの他の構成例を示す図である。
【図１７】図１７は無線通信システムの他の構成例を示す図である。
【図１８】図１８は従来の無線基地局装置の構成例を示す図である。
【図１９】図１９は従来の無線通信システムの構成例を示す図である。
【符号の説明】
【００９５】
１０　第１の無線基地局装置、　１１　第１の無線制御装置（ＲＥＣ）、　２０　第２の
無線基地局装置、　２２　第２の無線制御装置（ＲＥＣ）、　２４　無線装置（ＲＥ）、
　４０　切替装置、　４１　第１の光スイッチ、　４２　第２の光スイッチ、　４３，４
５　第１，第２の光カプラ、　４４，４６　第６，第７の変換部、　４７　信号モニタ部
、　４８　切替制御部、　６０，８０　第１，第２の上位装置、　５０　信号切り替え部
、　１１１，２２１　第１，第２の共通制御部、　１１２，２２２　第１，第２のベース
バンド信号処理部、　１１３，２２３　第１，第２のインタフェース変換部、　３００　
無線通信システム、　１１３１，２２３１，２２３４，２２３７　第１，第２，第３，第
４のＣＰＲＩ処理部、　１１３２，２２３２，２２３３，２２３６，２２３８　第１，第
２，第３，第４，第５の変換部、　２２３５　サービス多重分離部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】
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